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■構造図

■防煙システムと動作説明

■構造図
●ガイドレールは固定式と収納型があり、収納
　型は、L 字 T 字十字など多様な連装納まりに
　対応できます。
●ガイドレール収納型は、通常ガイドレールが
　天井内に収納されていますので、壁や柱に埋
　め込む必要がありません。また、ガイドレー
　ルに取り付けた気密材（不燃シート）が気密
　性を高め、降下時の緩衝材として働きます。
●防煙スクリーンは平常時には天井内のケース
　に巻き取って収納されていますので、天井空
　間が広がります。

●防煙パネル
　天井面に納まっています。
●連動機構により
　までの防煙パネルを自重降
　とができます。
●フレームはアルミ合金押出型材を使用してい
　ますので軽量で美しい納まりとなります。
●パネル部には、天井材と同じ不燃材料が使用
　できます。

■防煙システムと動作説明

連動制御器

自動閉鎖装置

手動閉鎖装置 煙感知器

■製品体系

ケムカーテン

ケムパネル

ガイドレール収納型

ガイドレール固定型

納まりバリエーション
（一字納まり・L字納まり・T字納まり・＋字納まり）

手動復帰式
電動復帰式
手動復帰式
電動復帰式

P3

P4

P5

P6

防煙たれ壁

ケムカーテン
平常時、ケムカーテンの防煙スクリーンは天井内にコンパクトに収納されています。
火災発生時、煙感知器と連動して自動的に降下し、天井を伝って流動する煙に対し防
煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

ケムパネル
平常時、ケムパネルの防煙パネルは天井面に水平に収納されています。火災発生時、

に対し防煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

特 長

特

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信号（DC24V）が供給され、
自動閉鎖装置が作動し、自重により防煙スクリーンが降下し
防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。
手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　
より防煙スクリーンが降下し防煙たれ壁を形成します。
復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手動復帰式の場合
は点検口から開閉機後部に巻上用ハンドルを差し込み回しま
す。また、開閉機が電動復帰式の場合は、上昇の押ボタンス
イッチにより天井内に納めます。

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信

下し防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。

手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　

復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手または突き棒
等により押し上げて防煙パネルを本体ケースへ収納します。
なお、複数の防煙パネルが連設されている場合は、動作した
順と逆の順で押し上げていきます。

ケムカーテン
平常時、ケムカーテンの防煙スクリーンは天井内にコンパクトに収納されています。
火災発生時、煙感知器と連動して自動的に降下し、天井を伝って流動する煙に対し防
煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

連動制御器

自動閉鎖装置

手動閉鎖装置 煙感知器

●ガイドレールは固定式と収納型があり、収納
　型は、L 字 T 字十字など多様な連装納まりに
　対応できます。
●ガイドレール収納型は、通常ガイドレールが
　天井内に収納されていますので、壁や柱に埋
　め込む必要がありません。また、ガイドレー
　ルに取り付けた気密材（不燃シート）が気密
　性を高め、降下時の緩衝材として働きます。
●防煙スクリーンは平常時には天井内のケース
　に巻き取って収納されていますので、天井空
　間が広がります。

特 長

■構造図

■防煙システムと動作説明

連動制御器

自動閉鎖装置

手動閉鎖装置 煙感知器
■防煙システムと動作説明

連動制御器

自動閉鎖装置

手動閉鎖装置 煙感知器

■製品体系

ケムカーテン

ケムパネル

防煙たれ壁

ケムカーテン
平常時、ケムカーテンの防煙スクリーンは天井内にコンパクトに収納されています。
火災発生時、煙感知器と連動して自動的に降下し、天井を伝って流動する煙に対し防
煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

ケムパネル
平常時、ケムパネルの防煙パネルは天井面に水平に収納されています。火災発生時、

に対し防煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。
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■構造図
●ガイドレールは固定式と収納型があり、収納
　型は、L 字 T 字十字など多様な連装納まりに
　対応できます。
●ガイドレール収納型は、通常ガイドレールが
　天井内に収納されていますので、壁や柱に埋
　め込む必要がありません。また、ガイドレー
　ルに取り付けた気密材（不燃シート）が気密
　性を高め、降下時の緩衝材として働きます。
●防煙スクリーンは平常時には天井内のケース
　に巻き取って収納されていますので、天井空
　間が広がります。

■防煙システムと動作説明

連動制御器

自動閉鎖装置

手動閉鎖装置 煙感知器

自動閉鎖装置

■製品体系

ケムカーテン

ケムパネル

ガイドレール収納型

ガイドレール固定型

納まりバリエーション
（一字納まり・L字納まり・T字納まり・＋字納まり）

手動復帰式
電動復帰式
手動復帰式
電動復帰式
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防煙たれ壁

ケムカーテン
平常時、ケムカーテンの防煙スクリーンは天井内にコンパクトに収納されています。
火災発生時、煙感知器と連動して自動的に降下し、天井を伝って流動する煙に対し防
煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

ケムパネル
平常時、ケムパネルの防煙パネルは天井面に水平に収納されています。火災発生時、

に対し防煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

特 長

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信号（DC24V）が供給され、
自動閉鎖装置が作動し、自重により防煙スクリーンが降下し
防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。
手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　
より防煙スクリーンが降下し防煙たれ壁を形成します。
復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手動復帰式の場合
は点検口から開閉機後部に巻上用ハンドルを差し込み回しま
す。また、開閉機が電動復帰式の場合は、上昇の押ボタンス
イッチにより天井内に納めます。

停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。

■構造図

■防煙システムと動作説明

連動制御器

自動閉鎖装置

手動閉鎖装置 煙感知器
■防煙システムと動作説明

連動制御器

自動閉鎖装置

手動閉鎖装置 煙感知器

■製品体系

ケムカーテン

ケムパネル

ガイドレール収納型

ガイドレール固定型

納まりバリエーション
（一字納まり・L字納まり・T字納まり・

防煙たれ壁

ケムカーテン
平常時、ケムカーテンの防煙スクリーンは天井内にコンパクトに収納されています。
火災発生時、煙感知器と連動して自動的に降下し、天井を伝って流動する煙に対し防
煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

ケムパネル
平常時、ケムパネルの防煙パネルは天井面に水平に収納されています。火災発生時、

に対し防煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信
自動閉鎖装置が作動し、自重により防煙スクリーンが降下し
防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。
手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　
より防煙スクリーンが降下し防煙たれ壁を形成します。
復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手動復帰式の場合
は点検口から開閉機後部に巻上用ハンドルを差し込み回しま
す。また、開閉機が電動復帰式の場合は、上昇の押ボタンス
イッチにより天井内に納めます。
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■構造図

■防煙システムと動作説明

■防煙壁関係法規抜粋
　設置基準
建築基準法施行令第126条の2第1項（排煙設備の規定）
（1）特殊建築物（劇場、病院、ホテル、学校、百貨店等の建築物）
　　で延べ面積が500m2を超える建築物。
（2）階数が3以上で延べ面積が500m2を超える建築物。
（3）窓その他の開口部を有しない居室。
（4）延べ面積が1.000m2を超える建築物の居室で、床面積が200m2
　　を超えるもの
建築基準法施行令第128条の3第1項第6号（地下街の規定）
（5）地下街の地下道。

　構造基準
建築基準法施行令第126条 3
左記（1）（2）（3）（4）の建築物には床面積500m2
以内ごとに天井面より50cm以上の防煙壁で区画。

昭和44年建設省告示第1730号
左記（5）の地下街の地下道には床面積300m2
以内ごとに天井面より80cm以上の防煙壁で区画。

　 ご 注 意
■降下（回転）時に防煙たれ壁の下端から床面までの高さが
　1.8メートル以上ある場合での設置が求められています。

■構造図

防煙パネルは平常時には天井の一部として
　天井面に納まっています。
連動機構により、1つの自動閉鎖装置で10枚
　までの防煙パネルを自重降下（回転）させるこ
　とができます。
フレームはアルミ合金押出型材を使用してい
　ますので軽量で美しい納まりとなります。
パネル部には、天井材と同じ不燃材料が使用
　できます。

特 長

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信号（DC24V）が供給され、

下し防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。

手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　

復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手または突き棒
等により押し上げて防煙パネルを本体ケースへ収納します。
なお、複数の防煙パネルが連設されている場合は、動作した
順と逆の順で押し上げていきます。

ケムパネル
平常時、ケムパネルの防煙パネルは天井面に水平に収納されています。火災発生時、

に対し防煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

連動制御器

自動閉鎖装置

手動閉鎖装置 煙感知器

■構造図

●ガイドレールは固定式と収納型があり、収納
　型は、L 字 T 字十字など多様な連装納まりに
　対応できます。
●ガイドレール収納型は、通常ガイドレールが
　天井内に収納されていますので、壁や柱に埋
　め込む必要がありません。また、ガイドレー
　ルに取り付けた気密材（不燃シート）が気密
　性を高め、降下時の緩衝材として働きます。
●防煙スクリーンは平常時には天井内のケース
　に巻き取って収納されていますので、天井空
　間が広がります。

●防煙パネルは平常時には天井の一部として
　天井面に納まっています。
●連動機構により、1つの自動閉鎖装置で10枚
　までの防煙パネルを自重降下（回転）させるこ
　とができます。
●フレームはアルミ合金押出型材を使用してい
　ますので軽量で美しい納まりとなります。
●パネル部には、天井材と同じ不燃材料が使用
　できます。

ケムカーテン

ケムパネル

ガイドレール収納型

ガイドレール固定型

納まりバリエーション
（一字納まり・L字納まり・T字納まり・＋字納まり）

手動復帰式
電動復帰式
手動復帰式
電動復帰式

P3

P4

P5

P6

平常時、ケムカーテンの防煙スクリーンは天井内にコンパクトに収納されています。
火災発生時、煙感知器と連動して自動的に降下し、天井を伝って流動する煙に対し防
煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

平常時、ケムパネルの防煙パネルは天井面に水平に収納されています。火災発生時、

に対し防煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

特 長

特 長

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信号（DC24V）が供給され、
自動閉鎖装置が作動し、自重により防煙スクリーンが降下し
防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。
手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　
より防煙スクリーンが降下し防煙たれ壁を形成します。
復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手動復帰式の場合
は点検口から開閉機後部に巻上用ハンドルを差し込み回しま
す。また、開閉機が電動復帰式の場合は、上昇の押ボタンス
イッチにより天井内に納めます。

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信号（DC24V）が供給され、

下し防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。

手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　

復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手または突き棒
等により押し上げて防煙パネルを本体ケースへ収納します。
なお、複数の防煙パネルが連設されている場合は、動作した
順と逆の順で押し上げていきます。

手動閉鎖装置
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■構造図

●防煙パネルは平常時には天井の一部として
　天井面に納まっています。
●連動機構により、1つの自動閉鎖装置で10枚
　までの防煙パネルを自重降下（回転）させるこ
　とができます。
●フレームはアルミ合金押出型材を使用してい
　ますので軽量で美しい納まりとなります。
●パネル部には、天井材と同じ不燃材料が使用
　できます。

特 長

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信号（DC24V）が供給され、

下し防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。

手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　

復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手または突き棒
等により押し上げて防煙パネルを本体ケースへ収納します。
なお、複数の防煙パネルが連設されている場合は、動作した
順と逆の順で押し上げていきます。

■構造図

●ガイドレールは固定式と収納型があり、収納
　型は、L 字 T 字十字など多様な連装納まりに
　対応できます。
●ガイドレール収納型は、通常ガイドレールが
　天井内に収納されていますので、壁や柱に埋
　め込む必要がありません。また、ガイドレー
　ルに取り付けた気密材（不燃シート）が気密
　性を高め、降下時の緩衝材として働きます。
●防煙スクリーンは平常時には天井内のケース
　に巻き取って収納されていますので、天井空
　間が広がります。

●防煙パネルは平常時には天井の一部として
　天井面に納まっています。
●連動機構により、1つの自動閉鎖装置で10枚
　までの防煙パネルを自重降下（回転）させるこ
　とができます。
●フレームはアルミ合金押出型材を使用してい
　ますので軽量で美しい納まりとなります。
●パネル部には、天井材と同じ不燃材料が使用
　できます。

ガイドレール収納型

ガイドレール固定型

納まりバリエーション
（一字納まり・L字納まり・T字納まり・＋字納まり）

手動復帰式
電動復帰式
手動復帰式
電動復帰式

P3

P4

P5

P6

平常時、ケムカーテンの防煙スクリーンは天井内にコンパクトに収納されています。
火災発生時、煙感知器と連動して自動的に降下し、天井を伝って流動する煙に対し防
煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

平常時、ケムパネルの防煙パネルは天井面に水平に収納されています。火災発生時、

に対し防煙区画を形成して、避難及び消火活動を助けます。

特 長

特 長

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信号（DC24V）が供給され、
自動閉鎖装置が作動し、自重により防煙スクリーンが降下し
防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。
手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　
より防煙スクリーンが降下し防煙たれ壁を形成します。
復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手動復帰式の場合
は点検口から開閉機後部に巻上用ハンドルを差し込み回しま
す。また、開閉機が電動復帰式の場合は、上昇の押ボタンス
イッチにより天井内に納めます。

通電時の動作
煙感知器が煙を感知すると防災信号（DC24V）が供給され、

下し防煙たれ壁を形成します。
停電時の動作
停電時でも防災信号が供給され、通電時と同様に作動します。

手動操作時の動作
火災に気がついた場合、防煙たれ壁の近傍に設けてある手動　
閉鎖装置の押割板を押し破り、ふたを手前に引くと、自重に　

復帰動作
煙感知器及び連動制御器を復帰させた後、手または突き棒
等により押し上げて防煙パネルを本体ケースへ収納します。
なお、複数の防煙パネルが連設されている場合は、動作した
順と逆の順で押し上げていきます。
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ケムカーテンガイドレール固定型

■手動復帰式 納まり図

■電動復帰式 納まり図

 1,000～10,000
 　500～1,100

W
H

■設計範囲（mm）

本 体
（防煙スクリーン）

ケ ー ス
まぐさ・座板・ガイドレール

自 動 閉 鎖 装 置

操 作 方 法

ガラスクロス
〔不燃材料認定番号 :NM-1860〕

スチール（1.6t）

スチール（1.6t）/ ステンレス（1.5t）

通電作動型　定格電圧　DC24V
                  定格電流　0.133A

降下 : 煙感知器連動 /手動閉鎖装置操作
復帰収納 : ハンドル操作（手動）/2点押ボタンスイッチ（電動）

50以上

　

20 50 20
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4
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10
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吊りボルト

H注 . 本図は、開閉機縦納まりを示し、横納まりは
　　〔　〕寸法となります。（納まりはP5参照）

■仕様　ケムカーテン
防災機器性能評定品（BCJ 評定 -BE0021-03)
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ケムカーテンガイドレール収納型

 1,210（1,400）～10,000
 　500～850

■設計範囲
W
H

※ 1.上表（　）内は片側固定レール時を示します。
　2.W10,001mm以上は連装納まりとなります。
　 3.ガイドレール収納型W゠（H＋105） 2（mm）以上。

（mm）

本 体
（防煙スクリーン）

ケ ー ス
まぐさ・座板・ガイドレール

自 動 閉 鎖 装 置

操 作 方 法

ガラスクロス
〔不燃材料認定番号 :NM-1860〕

スチール（1.6t）

スチール（1.6t）/ ステンレス（1.5t）

通電作動型　定格電圧　DC24V
                  定格電流　0.133A

降下 : 煙感知器連動 /手動閉鎖装置操作
復帰収納 : ハンドル操作（手動）/2点押ボタンスイッチ（電動）

50以上
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H

■手動復帰式 納まり図

■電動復帰式 納まり図

注 . 本図は、開閉機縦納まりを示し、横納まりは
　　〔　〕寸法となります。（納まりはP5参照）

■仕様　ケムカーテン
防災機器性能評定品（BCJ 評定 -BE0021-03)



動作前

動作後

動作後

動作中

動作前

■ガイドレール収納型 連装納まりバリエーション

ケムカーテンバリエーション

■ケムカーテン施工例

■手動復帰式開閉機 納まりバリエーション（収納型・固定型）

注.（　）内寸法はガイドレール固定型を示します。

手動復帰式はガイドレール
収納型・固定型にかかわら
ず、開閉機をケースの横に
もってくることができ、天
井ふところが狭い場合など
にご使用いただけます。
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ケムパネル

6

■ケムパネル施工例

■設計範囲（mm）

本体ケース化粧枠
可動回転パネル化粧枠
表 面 仕 上
本体ケース
ケース補強材
自 動 閉 鎖 装 置

操 作 方 法

アルミニウム合金押出型材

天井仕上材（別途工事）

スチール（0.6t）

スチール（1.6t）

通電作動型　定格電圧　DC24V　 定格電流　0.9A

降下 ( 回転）: 煙感知器連動 /手動閉鎖装置操作
復帰収納 : 降下順序と逆の順序で押し上げる

防災性能評定品（BCJ- 防災 -319)

A.B.C.Dの順で動作します。復帰はD.C.B.Aの順で収納してください。

（作動説明）

回転し、防煙たれ壁を形成します。A が動作すると連動機構
が働いて、Bのトップラッチを引っ張り、Aに続いてBも回転
しながら垂下して防煙たれ壁を形成します。以下 C.D も同じ
ように動作し、AからDまで一連の防煙たれ壁となります。こ

ています。したがって、復帰収納する場合は、まずDを収納し、
以下同じようにC.B.Aの順で行います。

割付 L
750～15,000508 A、 B又はC、 D、単独 750～1,500
750～16,000608 A、 B又はC、 D、単独 750～1,400

750～13,000708 B又はC、 D 750～1,300
A、 単独 800～1,300

750～12,000808 B又はC、 D 750～1,200
A、 単独 850～1,200

※1. 一つの自動閉鎖装置で降下（回転）できるパネルは10枚までです。
　2. 記号 Lは、パネル１枚の長さを示します。
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■仕様　ケムパネル

（動作順序）

■割付図
A B C D

b b a
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